
高校美術 1 （116-日文･美Ⅰ-302）
1  学習指導要領との関連
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

学習指導要領
全般

● 学習指導要領に示された「芸術科」の目標及び内容を踏まえ，美術を通
して高校生の「感性」を高め，「芸術文化についての理解を深める」こ
とができるように，幅広い視点から題材を設定した。

● 教科書全般

「美術Ⅰ」の目標
との関連

● 学習指導要領に示された「美術Ⅰ」の目標及び内容を踏まえ，高校生の
「美的体験を豊かにし，生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる」とと
もに「美術文化についての理解」を深めることができるように，適切に題
材を選択し，配列した。

● 題材の設定については，中学校美術科の基礎の上に立ち，高校生の造
形的な発達に応じた取り扱いができるように配慮した。

● 教科書全般

表現及び鑑賞の
活動の取り扱い

● 表現題材では，「発想や構想」の手がかりとなるように参考作品を多く示
すとともに，制作過程を示して「創造的な技能」も併せて学べるように配
慮した。

● 鑑賞題材では，「自然と美術とのかかわり」や「生活や社会を心豊かに
する美術の働き」について理解を深められるように作品を精選して示した。

● 我が国の伝統的な美術や諸外国の美術文化について理解し，尊重する
態度を養えるように表現と鑑賞相互の関連の中で学習できるように配慮した。

● 教科書全般

2  内容の適切度
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

編集意図の
新鮮さ・明確さ

●  「美術Ⅰ」で学ぶべき基礎的な力が確実に身につき，「美術Ⅱ」「美術Ⅲ」
へと続く発展的な学習の基礎が学べるように題材を設定した。

● 秩序だったレイアウトによって作品の美しさを生かし，紙面に統一感をもた
せた。また，4ページ増とし，情報量と内容の充実を図った。

● 図版を1ページ大で示すなどして，対比することによって高校生自身が考え，
作品や作家，背景となっている美術文化への理解を深められるように工夫
した。

● 教科書全般

● 2・3,4・5,10・11,
18～21,24・25,
32・33,36・37,
44・45,60・61

内容の程度，
正確性への配慮

● 文章は平易で，わかりやすい表現で丁寧に解説した。
● 参考作品には，解説文を付けて作品の理解に役立つように工夫した。
● 日本人作家，撮影者，読みにくい作品名，日常あまり使われない美術用語
などには，振り仮名を付けるなどして，学習に役立つように配慮した。
● 作品と作家のデータは，作品の理解に役立つように詳しく，正確で，わかり
やすい表記をするようにした。
● 掲載作品は，美術の教科書として必要な情報が正しく伝わるように，原作
の色みに忠実な印刷を目指した。

● 教科書全般

時代への適応性
及び環境への
視点

● 携帯端末やプロダクトデザイン，現代建築など今日的な内容を積極的に取
り上げた。
● 美術イベントなどを通して人間と自然との関係を考え，環境への意識が高ま
るように配慮した題材を設定した。

● 3,51,56・57,
60・61

● 78・79

人権尊重などへ
の視点

● 表現や鑑賞を通して，さまざまな人たちとの共生や社会との関わり，福祉
の視点から題材の設定や掲載作品の選択に配慮した。
● 年表の「美術・一般史」の日本の項目について色を変えるだけではなく，
文頭に●をつけるなど，カラーユニバーサルデザインにも配慮した。

● 42,56,58

● 73～76

我が国及び諸外
国の美術文化に
ついての視点

● 日本美術の題材を設定し，斬新な視点から我が国の美術文化への理解
が深まるように工夫した。
● 西洋の美術作品と日本の美術作品を比較することによって，それぞれの
作品が生まれた背景としての美術文化への理解が深まるように配慮した。

● 年表では，古代から現代まで日本・東洋と西洋の多様な作品を掲載した。
また，解説ページをつけ美術文化の変遷を理解できるように配慮した。

● 28～31

● 4・5,18～23,
32・33,36・37,
60・61

● 72～77

3  学習効果への配慮
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

基礎・基本の
押さえ

● 高校生にとって「美術Ⅰ」で学ぶべき基礎的，基本的事項はしっかりと学
習できるように題材を設定し，さらに制作過程を示したり，図を入れるなどし
て理解が深まるように工夫した。

● 12～15,18・19,

34・35,38・39,

41,44～48,50～53

美術への関心・
意欲・態度に
ついての配慮

● ファッション，ぱらぱら漫画など今日の高校生が身近に感じられるものや，興
味・関心が持てる内容を積極的に取り上げた。
● 写真や図版の選択では，単に優れた作品を羅列するのではなく，高校生
の心情に訴えかけるものは何かという観点から選択した。また，我が国の
美術館などが所蔵する作品も多数取り上げた。

● 3,9,26・27,

62～64,68・69

● 教科書全般

発想や構想の
能力への配慮

●  「美術Ⅰ」の「4　内容の取扱い」（3）の内容を踏まえ，デッサンやスケッ
チ，下絵などを作品とともに示して作者の発想や構想を理解する手がかり
とするとともに，発想や構想を練る上でのデッサンやスケッチが有用である
ことを学べるように配慮した。

● 6～9,

12・13,38

創造的な技能を
高めるための
配慮

● 絵画・彫刻では作品の制作過程などを示したり，用具・材料と表現との関
わりを示したりして，高校生が表現する際の手がかりとなるように工夫した。

● 12～15,34・35, 

38・39,41,44～47

鑑賞の能力を
高めるための
配慮

● 作品を1ページ大で示すなどして，作品のよさが実感できるように配慮した。
また，さまざまな観点から作品を対比的に示し，比較しながら鑑賞すること
によって，より作品や作家への理解が深まるように工夫した。

● 2～5,10・11,

18～21,24・25,

30～33,36・37,

40,44・45,49,

60～63

他教科や中学校
美術科との関連

● 題材の設定に当たっては中学校美術科の基礎の上に立ち，高校生の造
形的な能力の発達に応じた取り扱いができるようにした。

● 美術史年表は，文化的な背景や歴史の流れから，我が国及び諸外国
の美術文化が総合的に理解できるように，一般史を加えるなど工夫した。
また，縦書きとし，国語との関連を考え右から左に読む形にした。

● 教科書全般

● 73～76

4  造本・体裁
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

印刷 ● 美術の教科書にふさわしく，作品のよさが正しく伝わるように，鮮明で，美
しい印刷を心がけた。 ●  教科書全般

製本

● 判型をA4変型判，製本形式を中綴じにすることにより，見開き図版が完全
に見えるようにするなど，細部まで使いやすさを追求した。
● ページ数を4ページ増とした。
● 年表ページは観音開きの折り込みとし，開きやすく見やすいように工夫した。

●  教科書全般

安全性について

● 印刷は生徒のアレルギーなどを考慮して植物油インキを使用した。また，
表紙の表面加工にも配慮し，学習に使用するに当たっての安全性に留意
した。
● 制作過程を示す場合でも，有毒ガスを吸わないように配慮していることを示
すなど，安全への喚起を促す記述を加えた。

●  教科書全般

● 41

環境への配慮 ● 用紙は表紙・本文とも再生紙を使用するなど，環境への配慮を十分にした。 ●  教科書全般

観点別教科書の特色



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




